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故
　
喜
多
義
人
教
授

　
主
要
業
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一
五

故
　
喜
多
義
人
教
授

　
主
要
業
績

【
著
書
（
共
編
著
）】

渡
部
茂
己
・
喜
多
義
人
編
『
国
際
法
』（
初
版
）
弘
文
堂

　
二
〇
一
一
年

【
学
術
論
文
（
単
著
）】

「
赤
十
字
標
識
の
不
正
使
用
と
戦
犯
裁
判
─
横
浜
裁
判
に
お
け
る
橘
丸
事
件
─
」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
八
七
巻
六
号

　
一
九
八
九
年

「
国
際
法
上
の
免
責
事
由
と
し
て
の
「
上
官
命
令
」
の
問
題
─
学
説
の
検
討−

其
の
一
」『
日
本
法
学
』
五
八
巻
三
号

　
一
九
九
三
年

「
戦
争
犯
罪
人
裁
判
と
上
官
命
令
の
抗
弁
─
東
京
裁
判
の
場
合
─
（
深
津
栄
一
博
士
古
稀
特
別
記
念
号

　
国
際
法
の
政
治
的
基
礎
）」『
日
本
法

学
』
五
九
巻
二
号

　
一
九
九
三
年

「
戦
争
犯
罪
人
裁
判
と
上
官
命
令
の
抗
弁
─
ニ
ュ
─

ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
の
場
合
─
」『
日
本
法
学
』
六
〇
巻
二
号

　
一
九
九
四
年

「
国
際
法
上
の
免
責
事
由
と
し
て
の
「
上
官
命
令
の
抗
弁
」
の
問
題
─
学
説
の
検
討−

（
二
）」『
日
本
法
学
』
六
一
巻
一
号

　
一
九
九
五
年

「
日
本
陸
軍
の
国
際
法
普
及
措
置
─
将
校
に
対
す
る
国
際
法
教
育
の
検
討
─
」『
日
本
法
学
』
六
三
巻
二
号

　
一
九
九
七
年

「
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
「
上
官
命
令
の
抗
弁
」
を
め
ぐ
る
議
論
の
展
開
」『
防
衛
法
研
究
』
二
一
号

　
一
九
九
七
年

「
日
本
軍
に
よ
る
戦
争
犯
罪
の
原
因
に
関
す
る
一
考
察
─
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
捕
虜
の
違
法
な
取
扱
い
の
観
点
か
ら
─
」『
日
本
法

学
』
六
四
巻
三
号

　
一
九
九
八
年
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校
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育
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─
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後
に
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防
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年



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

一
六

「
英
軍
に
よ
る
降
伏
日
本
軍
人
の
取
扱
い
─
南
方
軍
終
戦
処
理
史
の
一
断
面
─
」『
軍
事
史
学
』
三
五
巻
二
号

　
一
九
九
九
年

「
旧
陸
軍
の
国
際
法
教
育
（
２−

１
）
─
陸
軍
将
校
・
下
士
官
兵
に
対
す
る
国
際
法
普
及
措
置
の
検
討
─
」『
陸
戦
研
究
』
四
八
巻

五
五
八
号

　
二
〇
〇
〇
年

「
旧
陸
軍
の
国
際
法
教
育
（
２
・
完
）
─
陸
軍
将
校
・
下
士
官
兵
に
対
す
る
国
際
法
普
及
措
置
の
検
討
─
」『
陸
戦
研
究
』
四
八
巻

五
五
九
号

　
二
〇
〇
〇
年

「
国
際
社
会
に
お
け
る
少
数
者
保
護
制
度
の
展
開
」『
日
本
大
学
大
学
院
法
学
研
究
年
報
』
三
一
巻

　
二
〇
〇
一
年

「
日
本
陸
軍
と
命
令
服
従
関
係
（
２−

１
）」『
陸
戦
研
究
』
四
九
巻
五
七
二
号

　
二
〇
〇
一
年

「
日
本
陸
軍
と
命
令
服
従
関
係
（
２
・
完
）」『
陸
戦
研
究
』
四
九
巻
五
七
三
号

　
二
〇
〇
一
年

「
日
露
戦
争
の
捕
虜
問
題
と
国
際
法
」『
軍
事
史
学
』
四
〇
巻
二
号

　
二
〇
〇
四
年

「
日
本
軍
人
の
捕
虜
に
関
す
る
国
際
法
知
識
」『
法
学
紀
要
』
四
八
巻

　
二
〇
〇
六
年

「
鯨
類
資
源
の
管
理
と
国
際
法
─
国
際
捕
鯨
規
制
の
展
開
─
」『
日
本
法
学
』
七
一
巻
三
号

　
二
〇
〇
六
年

「
国
際
捕
鯨
委
員
会
と
商
業
捕
鯨
の
禁
止
」『
日
本
法
学
』
七
一
巻
四
号

　
二
〇
〇
六
年

「
商
業
捕
鯨
の
合
法
性
と
必
要
性
」『
日
本
法
学
』
七
三
巻
二
号

　
二
〇
〇
七
年

「
国
際
捕
鯨
問
題
と
日
本
」
粕
谷
進
先
生
古
稀
記
念
論
集
編
集
委
員
会
『
現
代
日
本
の
法
と
政
治

　
粕
谷
先
生
古
稀
記
念
』
信
山
社

　

二
〇
〇
七
年

「
日
本
に
よ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
の
普
及
と
適
用
─
日
清
戦
争
に
お
け
る
日
本
赤
十
字
社
の
敵
傷
病
者
救
護
を
中
心
と
し
て
─
」『
日
本

法
学
』
七
四
巻
二
号

　
二
〇
〇
八
年

故
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多
義
人
教
授

　
主
要
業
績

一
七

「「
文
明
の
戦
争
」
と
し
て
の
日
清
戦
争
」「
病
院
船
の
活
躍
し
た
北
清
事
変
」「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
締
約
国
間
の
日
露
戦
争
」「
昭
和
初

期
の
事
変
と
日
本
赤
十
字
社
」
黒
沢
文
貴
・
河
合
利
修
編
『
日
本
赤
十
字
社
と
人
道
援
助
』
東
京
大
学
出
版
会

　
二
〇
〇
九
年

「
北
清
事
変
と
日
本
赤
十
字
社
の
救
護
事
業
」『
日
本
法
学
』
七
六
巻
二
号

　
二
〇
一
〇
年

「
日
露
戦
争
と
人
道
主
義
─
松
山
俘
虜
収
容
所
に
お
け
る
ロ
シ
ア
傷
病
者
救
護
の
検
討
─
」『
日
本
法
学
』
八
〇
巻
二
号

　
二
〇
一
四
年

「
西
南
戦
争
の
傷
病
者
救
護
と
博
愛
社
」『
日
本
法
学
』
八
四
巻
二
号

　
二
〇
一
八
年

「
西
南
戦
争
の
医
療
体
制
と
傷
病
者
救
護
」『
軍
事
史
学
』
五
四
巻
三
号

　
二
〇
一
八
年

「
日
本
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
加
盟
─
博
愛
社
時
代
の
外
交
交
渉
記
録
か
ら
」『
人
道
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
八
巻

　
二
〇
一
九
年

「
日
本
赤
十
字
社
と
災
害
救
護
」『
日
本
法
学
』
八
五
巻
四
号

　
二
〇
二
〇
年

【
学
術
論
文
（
共
著
）】

深
津
栄
一
・
喜
多
義
人
「「
上
官
命
令
の
抗
弁
」
に
関
す
る
国
際
法
典
化
を
め
ぐ
る
諸
問
題
─
第
２
次
世
界
大
戦
以
前
の
作
業
─
」『
法

学
紀
要
』
三
四
巻

　
一
九
九
二
年

Y
oshito�K

ita,�E
tsuko�A

sam
i�y�C

arm
en�T

irado�R
obles.� ‘D

erecho�Internacional�P
úblico ’,�F

rancisco�B
arberán,�

K
iyohiko�K

uroda�y�F
um

inobu�O
kabe�coords.,� “Introducción�al�D

erecho�Japonés�A
ctual ”,�2013

【
学
会
発
表
】

「
日
本
軍
の
国
際
法
認
識
と
捕
虜
の
取
扱
い
」
軍
事
史
学
会

　
第
一
〇
四
回
定
例
報
告

　
一
九
九
八
年
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日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

一
八

「
日
露
戦
争
に
お
け
る
日
本
赤
十
字
社
の
戦
時
救
護
活
動
」
軍
事
史
学
会

　
平
成
二
一
年
度
研
究
大
会

　
二
〇
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九
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術
奨
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賞
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英
軍
に
よ
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降
伏
日
本
軍
人
の
取
扱
い
─
南
方
軍
終
戦
処
理
史
の
一

断
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─
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